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(57)【要約】
【課題】裏返った姿勢で回転清掃体が不用意に駆動され
ないようにする安全性を長期間維持できる吸込み口体を
提供する。
【解決手段】底壁に吸込み開口を有したヘッド部内に、
床面検知手段31、表裏検知手段41、回転清掃体、及び清
掃体モータを設ける。床面検知手段31は、底壁を通って
ヘッド部外に突出する方向に付勢された床面検知部材32
、及び被掃除面への接離に伴う部材32の動きでオンーオ
フされ、部材32がヘッド部に押込まれた状態でオフされ
る床面検知スイッチ39を有する。表裏検知手段41は、ヘ
ッド部が底壁を下側に配置して伏せられた正常な姿勢で
あるのか底壁を上側に配置した裏返った姿勢であるのか
を検知してオンーオフされ裏返った姿勢を検知した状態
でオフされる表裏検知スイッチ46を有する。一部が吸込
み開口から突出された回転清掃体を回転させる清掃体モ
ータが、両スイッチ39,46が共にオンされている場合に
のみ駆動されるようにしたことを特徴としている。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　底壁に吸込み開口を有したヘッド部と、
　前記底壁を通って前記ヘッド部外に突出する床面検知部が設けられかつこの床面検知部
が前記ヘッド部外に突出する方向に付勢された床面検知部材、及び被掃除面への接離に伴
う前記床面検知部材の動きによってオンーオフされるとともに前記床面検知部が前記ヘッ
ド部に押込まれた状態でオフされる床面検知スイッチを有して前記ヘッド部に設けられた
床面検知手段と、
　前記ヘッド部が前記底壁を下側に配置して伏せられた正常な姿勢であるのか或いは前記
底壁を上側に配置して裏返った姿勢であるのかを検知してオンーオフされるとともに前記
裏返った姿勢を検知した状態でオフされる表裏検知スイッチを有して前記ヘッド部に内蔵
された表裏検知手段と、
　前記吸込み開口から一部を突出させて前記ヘッド部に取付けられた回転清掃体と、
　前記ヘッド部に内蔵されるとともに前記床面検知スイッチ及び前記表裏検知スイッチが
ともにオンされている場合にのみ駆動されて前記回転清掃体を回転させる清掃体モータと
、
を具備したことを特徴とする電気掃除機用吸込み口体。
【請求項２】
　前記表裏検知手段が、上下方向に延びるガイドと、このガイドに摺動可能に係合して自
重により検知位置及びこの検知位置から外れた待機位置にわたって前記ガイドに沿って移
動される検知体と、この検知体が前記検知位置に移動された状態でオフされる前記表裏検
知スイッチを有してなることを特徴とする請求項１に記載の電気掃除機用吸込み口体。
【請求項３】
　前記ヘッド部が裏返った姿勢にある状態で前記床面検知部が前記ヘッド部に押込まれた
際に、前記検知位置に移動されている前記検知体を前記検知位置に拘束するロック部を、
前記床面検知部材が備えていることを特徴とする請求項２に記載の電気掃除機用吸込み口
体。
【請求項４】
　前記ロック部が前記検知体を前記検知位置に押し動かすカム面を有していることを特徴
とする請求項３に記載の電気掃除機用吸込み口体。
【請求項５】
　吸塵口を有した掃除機本体と、
　前記吸塵口に接続された吸塵ホース、この吸塵ホースの先端部に接続された延長管、及
びこの延長管の先端部に接続された請求項１から４の内のいずれか一項に記載の吸込み口
体を有した吸塵風路体と、
を具備したことを特徴とする電気掃除機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、回転清掃体が取付けられた掃除機用吸込み口体、及びこの吸込み口体を備え
た電気掃除機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　吸込み口体に、モータと、このモータの駆動により回転される回転清掃体と、モータの
駆動を電気的にＯＮ・ＯＦＦするスイッチと、床面を検出する回転ローラを有した操作部
を取付けるとともに、この操作部の回動に連動するストッパ片及びこれに対向して配置さ
れたガイド部間に挟持可能なボールを備えた電気掃除機の吸込み口体が、従来技術として
知られている(例えば、特許文献１参照。)。
【０００３】
　この吸込み口体が上下順向き状態（正常に伏せられた状態）にある場合、ボールは、コ



(3) JP 2010-227221 A 2010.10.14

10

20

30

40

50

字状をなしたストッパ片の凹部とガイド部との間に保持されるので、スイッチはＯＮ状態
となる。そのため、手元スイッチの操作でモータを駆動させて回転清掃体を回転させるこ
とが可能である。
【０００４】
　又、吸込み口体が上下逆向きにされた(裏返った)場合、ストッパ片が下向きとなるとと
もに操作部がばねで上向きに突出されるように回動される。これに伴い、スイッチがＯＦ
Ｆ状態となる一方で、下向きのストッパ片がその先端をガイド部から離す方向に回動され
るので、これらストッパ片の先端とガイド部との間に、ストッパ片の凹部からボールが落
ちる。このため、吸込み口体が上下逆向きの状態で回転ローラを有した操作部が押された
場合、ボールが水平方向から挟持されることにより、操作部及びストッパ片の回転が阻止
されてスイッチがＯＦＦ状態に保持される。したがって、吸込み口体が上下逆向きにされ
た状態で回転清掃体がモータにより回転されることがなく、安全である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平７－６７８１４号公報（段落0008－0037、図１－図９）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来技術では、吸込み口体が上下逆向きにされた状態で、床面検知の有無に伴いＯＮ・
ＯＦＦされるスイッチが不用意にＯＮされないように操作部を機械的にロックするストッ
パ片を、操作部による床面検知動作に連動させている。ところで、回転ローラを有した操
作部は吸込み口体の底壁を貫通しているので、操作部に被掃除面上の塵等が付着し易いこ
とは否定できない。このため、長期間の使用で操作部に塵が付着することにより、操作部
の回転が不良になると、ボールの挟持不良を生じて前記ロックの信頼性が低下する可能性
が考えられる。
【０００７】
　これとともに、ボールが挟持された情況で、吸込み口体が上下逆向きにされた状態から
上下順向き状態（正常に伏せられた状態）に戻される場合、塵の付着を原因とする操作部
の回転不良により、ボールが挟持されたまま前記ロックされた状態に維持される可能性が
ある。こうした情況の場合、吸込み口体の下面から突出されたままの状態に保持されてい
る回転ローラが、被掃除面に当たっても吸込み口体に没入され難いので、その際に操作部
及びストッパ片等の部材がダメージを受ける恐れが考えられる。
【０００８】
　以上のように、従来技術によれば、吸込み口体が上下逆向きにされた状態で回転清掃体
がモータにより不用意に回転されないようにする安全性を長期間にわたり維持する上で改
善の余地がある。
【０００９】
　なお、特許文献１の従来技術で、吸込み口体が上下逆向きにされた場合に、床面検知の
有無によりＯＮ・ＯＦＦされるスイッチが不用意にＯＮされることがないようにロックす
る信頼性を得るためには、ボール及びストッパ片を、これらが容易に変形しないように硬
い材料で作らなくてはならず、このため、通常、ボールは鋼球製であり、ストッパ片は高
強度の硬質合成樹脂製である。こうした構成の吸込み口体では、吸込み口体が上下逆向き
にされた状態で回転清掃体が不用意にモータで回転されないようにする安全性を確保する
上で、既述のような材料でボール及びストッパ片を作る必要があり、これらの部材をなす
材料の選択の自由度が低い。しかも、前記材料の組み合わせでは、吸込み口体の上下動や
反転等を伴う取扱いの際に、鋼球製のボールが硬いストッパ片に当たるに伴って、耳障り
な甲高い衝突音が発生する、という課題もある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
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　前記の課題を解決するために、本発明は、底壁に吸込み開口を有したヘッド部内に、底
壁を通ってヘッド部外に突出する床面検知部が設けられてこの床面検知部がヘッド部外に
突出する方向に付勢された床面検知部材、及び被掃除面への接離に伴う床面検知部材の動
きによってオンーオフされるとともに床面検知部がヘッド部に押込まれた状態でオフされ
る床面検知スイッチを有した床面検知手段と、ヘッド部が底壁を下側に配置して伏せられ
た正常な姿勢であるのか或いは底壁を上側に配置して裏返った姿勢であるのかを検知して
オンーオフされるとともに裏返った姿勢を検知した状態でオフされる表裏検知スイッチを
有した表裏検知手段と、一部が吸込み開口から突出された回転清掃体と、床面検知スイッ
チ及び表裏検知スイッチがともにオンされている場合にのみ駆動されて回転清掃体を回転
させる清掃体モータを設けたことを特徴としている。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、床面検知手段とは別にヘッド部に内蔵された表裏検知手段を備え、こ
れらの手段が夫々有したスイッチがともにオンされている場合のみ、回転清掃体を回転さ
せる清掃体モータの駆動が可能であり、塵の付着により床面検知手段が動作不良になるこ
とがあっても、被掃除面上の塵に晒され難い表裏検知手段によりヘッド部が正常な姿勢に
あるのか裏返っているのかを検知して清掃体モータの駆動を電気的に制御できるので、ヘ
ッド部が裏返った姿勢で回転清掃体が清掃体モータにより不用意に回転されないようにす
る安全性を長期間にわたり維持し易い、という効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の一実施の形態に係る電気掃除機を示す斜視図である。
【図２】図１の電気掃除機が備えた吸込み口体を示す裏面図である。
【図３】図２の吸込み口体に内蔵された安全装置を吸込み口体が裏返った状態において示
す斜視図である。
【図４】(Ａ）は図３の安全装置が有した床面検知手段をこの手段が床面を検知した状態
で示す断面図である。（Ｂ）は同床面検知状態で図３の安全装置が有した表裏検知手段を
示す断面図である。
【図５】(Ａ）は図３の安全装置が有した床面検知手段をこの床面検知手段が床面を検知
していない状態で示す断面図である。（Ｂ）は同床面非検知状態で図３の安全装置が有し
た表裏検知手段を示す断面図である。
【図６】(Ａ）は図３の安全装置が有した床面検知手段を吸込み口体が裏返った状態で示
す断面図である。（Ｂ）は同裏返った状態で図３の安全装置が有した表裏検知手段を示す
断面図である。
【図７】(Ａ）は図６(Ａ)の状態で検知ローラが押されたときの床面検知手段を示す断面
図である。（Ｂ）は図６(Ｂ)の状態で検知ローラが押されたとき表裏検知手段を示す断面
図である。
【図８】(Ａ）は吸込み口体のヘッド部に組込まれた図３の安全装置を床面検知状態で示
す断面図。（Ｂ）は吸込み口体のヘッド部に組込まれた図３の安全装置を床面検知状態で
示す斜視図である。
【図９】(Ａ）は図２の吸込み口体のヘッド部に組込まれた図３の安全装置を吸込み口体
が裏返った状態で示す断面図。（Ｂ）は吸込み口体のヘッド部に組込まれた図３の安全装
置を吸込み口体が裏返った状態で示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図１～図９を参照して本発明の一実施の形態について、詳細に説明する。
【００１４】
　図１中符号１は一実施形態に係る吸込み口体１１を備えた例えばキャニスタ型の電気掃
除機を示している。この電気掃除機１は、掃除機本体２と、吸塵風路体５とを具備してい
る。
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【００１５】
　車輪３が取付けられた掃除機本体２の後部に図示しない電動送風機が内蔵されている。
掃除機本体２の前部は電動送風機の上流側となっており、この前部には図示しない塵分離
手段及びこの手段で分離された塵を溜める集塵部等が設けられている。塵分離手段には、
そこに吸引された塵の慣性エネルギーを利用して塵と空気を分離するサイクロン式等の慣
性分離式の塵分離装置を好適に用いることができるが、紙パックを用いてもよく、或いは
粗塵を空気から分離する紙パックと、粗塵以外の塵を慣性分離により空気と分離する塵分
離装置を併用した塵分離手段とすることも可能である。
【００１６】
　吸塵風路体５は、可撓性の吸塵ホース６と、延長管７と、吸込み口体１１とを備えてい
る。吸塵ホース６の一端部６ａは、例えば掃除機本体２の前部上面を開閉する蓋２ａに設
けた吸塵口２ｂに取外し可能に差込み接続されていて、この接続により吸塵ホース６内と
前記塵分離手段とが連通される。延長管７が着脱可能に嵌合して連結される吸塵ホース６
の他端部（先端部）６ｂに、延長管７を介して吸込み口体１１を移動操作するためのハン
ドル８が設けられている。このハンドル８に前記電動送風機及び後述の清掃体モータ２３
の運転等を指令する手元スイッチ９が取付けられている。
【００１７】
　延長管７は外管７ａと内管７ｂとを例えば伸縮可能に組み合わせて形成されている。外
管７ａは吸塵ホース６の他端部６ｂに着脱可能に嵌合されている。この外管７ａの他端（
先端）から突出された内管７ｂの先端部７ｃに、吸込み口体１１の接続管１１ａが着脱可
能に嵌合されている。
【００１８】
　電動送風機の運転に伴い、吸込み口体１１の下面に開口している後述の吸込み開口１７
を通って吸込まれた含塵空気が、吸込み口体１１、延長管７、吸塵ホース６を、この記載
順に通過して掃除機本体２内に導かれる。それにより、掃除機本体２内で空気と塵が分離
されて、塵が集塵部内に溜められる一方で、電動送風機に吸込まれるとともにこの電動送
風機から排出された空気が掃除機本体２の外部に放出される。
【００１９】
　次に、吸込み口体１１について説明する。吸込み口体１１は、掃除対象である部屋の絨
毯面、畳面、フローリング床面等の被掃除面Ｆ(図４参照)を掃除するのに好適なものであ
り、通常床ブラシとも称されている。図１及び図２に示すように吸込み口体１１は、ヘッ
ド部１２の後側中央部に接続管１１ａを連結して表側及び裏側から見た形状が略Ｔ字状を
なしているとともに、合成樹脂製のヘッド部１２に、回転清掃体２１、清掃体モータ２３
、床面検知手段３１、及び表裏検知手段等を設けて形成されている。本実施形態の場合、
床面検知手段３１及び表裏検知手段４１は、床面検知手段３１に関連付けて表裏検知手段
４１が動作されるように互いに接近して配置されていて、清掃体モータ２３の駆動を所定
の条件のときのみに限定して許すための安全装置２０(図３参照)をなしている。
【００２０】
　左右方向に延びるヘッド部１２は上部ケース１３(図１参照)と下部ケース１４（図２参
照）とを連結して形成されている。下部ケース１４の底板はヘッド部１２の底壁１４ａ(
図８及び図９参照)をなしている。図２に示すように底壁１４ａに、左右一対の回転自在
な前車輪１５、及び左右一対の回転自在な後車輪１６が取付けられている。底壁１４ａは
その前部に下部ケース１４の長手方向に延びる吸込み開口１７を有している。更に、底壁
１４ａはその後部に下部ケース１４の長手方向の一端と接続管１１ａとの間に位置する通
孔１８を有している。
【００２１】
　回転清掃体２１はヘッド部１２内に回転自在に取付けられており、その一部は吸込み開
口１７を通ってヘッド部１２の外部に突出されている。図２に示した回転清掃体２１は、
その回転軸の外周に絨毯面等の被掃除面Ｆの塵を掻き出すための清掃部材体例えば軟質の
樹脂からなる清掃体ブレードを螺旋状に取付けて形成されている。なお、清掃部材は、回
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転軸に平行に延びていてもよいとともに、清掃体ブレードに代えてブラシ毛を回転軸に植
毛してあってもよい。更に、清掃部材としてブラシ毛と清掃体ブレードとが回転軸の周方
向に交互に設けられた構成の回転清掃体を用いても差し支えない。
【００２２】
　図２に示すように清掃体モータ２３は、ヘッド部１２の後部に、下部ケース１４の長手
方向の他端と接続管１１ａとの間に位置して内蔵されている。この清掃体モータ２３と回
転清掃体２１とは伝動機構２４で連結されている。伝動機構２４は、清掃体モータ２３の
出力軸に固定された駆動歯車と、回転清掃体２１の一端部に固定された被動歯車と、これ
ら両歯車にわたって巻き掛けられたタイミングベルトとで形成されている。
【００２３】
　図３、図８、図９に示すように床面検知手段３１は、床面検知部材３２と、付勢ばね（
図２参照）３８と、常開の床面検知スイッチ３９を備えている。
【００２４】
　床面検知部材３２は、検知軸３３と、ブラケット３４と、床面検知部例えば検知ローラ
３５と、スイッチ押し部３６と、ロック部３７を有している。検知軸３３は下部ケース１
４の通孔１８をヘッド部１２の左右方向(長手方向)に横切るように下部ケース１４内に設
けたリブ等に回転自在に支持されている。ブラケット３４は検知軸３３の長手方向中間部
外周から一体に突設されている。検知ローラ３５はブラケット３４に回転自在に取付けら
れている。この検知ローラ３５は、検知軸３３の回転に伴って下部ケース１４の通孔１８
を通って出没可能であり、床面に当たるために通常は多少突出している。スイッチ押し部
３６は検知軸３３の長手方向一端部外周から一体に突出されていて、その先端面は円弧状
をなしている。ロック部３７は検知軸３３の長手方向他端部外周から一体に突出されてい
る。このロック部３７は略Ｕ字形状に形成されており、その先端部外面は円弧状のカム面
３７ａをなしている。
【００２５】
　付勢ばね３８は例えば検知軸３３の一端部を巻装して設けられたコイルばねからなる。
付勢ばね３８は、そのばね力で、検知ローラ３５が通孔１８を通ってヘッド部１２外に突
出する方向に床面検知部材３２を付勢している。
【００２６】
　床面検知スイッチ３９は、清掃体モータ２３の電圧印加回路に直列に挿入されたマイク
ロスイッチからなり、スイッチ本体３９ａと、このスイッチ本体３９ａ内の図示しない常
開の接点を開閉させるアクチュエータ３９ｂとを有している。ここに常開の接点とは、ア
クチュエータ３９ｂが押されずに床面検知スイッチ３９が通常の状態にあるときに、この
床面検知スイッチ３９が電圧印加回路を開いた状態に保持する接点を指している。なお、
図５（Ａ）、図６（Ａ）中符号３９ｃはアクチュエータ３９ｂの動きをスイッチ本体３９
ａ内の接点に伝える接点押し棒を示している。
【００２７】
　床面検知スイッチ３９は、そのアクチュエータ３９ｂにスイッチ押し部３６が接離可能
となるように下部ケース１４の起立壁１４ｂに、図９（Ｂ）に示したスイッチブラケット
４０を介して取付けられている。起立壁１４ｂは吸込み開口１７と安全装置２０とを仕切
っている。アクチュエータ３９ｂがスイッチ押し部３６で押された状態が持続されている
間、スイッチ本体３９ａ内の接点が閉じられて、床面検知スイッチ３９はオン状態に保持
されるようになっている。
【００２８】
　表裏検知手段４１は、ヘッド部１２が底壁１４ａを下側に配置して伏せられた正常な姿
勢(図１参照)であるのか、底壁１４ａを上側に配置してヘッド部１２が裏返った姿勢であ
るのかを検知する手段であり、例えば一対のガイド４２と、検知体４４と、表裏検知スイ
ッチ４６とを有している。
【００２９】
　図８（Ａ）（Ｂ）及び図９（Ａ）（Ｂ）に示すように一対のガイド４２は、ヘッド部１
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２の長手方向に所定の間隔を空けて下部ケース１４内に上下方向に延びて設けられている
。これらのガイド４２は、下部ケース１４と一体に形成されていても、或いは別に成形し
て下部ケース１４に固定されていても差し支えない。一対のガイド４２の夫々は上下方向
に延びるとともに相対向するガイド溝４２ａを有している。これらガイド溝４２ａの上端
はヘッド部１２が正常な姿勢にある状態で開放されている。
【００３０】
　検知体４４は、合成樹脂製又は金属製であり、短い円柱部の両面中央部に軸部４４ａを
夫々突設して形成されている。検知体４４は、その軸部４４ａをガイド溝４２ａに摺動自
在に嵌合して一対のガイド４２に支持されている。検知体４４は、その自重によって、図
４（Ｂ）及び図５（Ｂ）に示すようにヘッド部１２が正常な姿勢にある状態でガイド溝４
２ａの閉じられた端に軸部４４ａが支持される退避位置と、図６（Ｂ）及び図７（Ｂ）に
示すようにヘッド部１２が裏返った姿勢にある状態でガイド溝４２ａの開放された端側に
寄った検知位置とにわたって、移動可能である。検知体４４の円柱部は図４（Ｂ）に示す
ようにロック部３７の内側に収容可能な大きさに作られている。
【００３１】
　表裏検知スイッチ４６は、清掃体モータ２３の電圧印加回路に直列に挿入されたマイク
ロスイッチからなり、スイッチ本体４６ａと、このスイッチ本体４６ａ内の図示しない常
閉の接点を開閉させるアクチュエータ４６ｂとを有している。ここに常閉の接点とは、ア
クチュエータ４６ｂが押されずに表裏検知スイッチ４６が通常の状態にあるときに、この
表裏検知スイッチ４６が電圧印加回路を閉じた状態に保持する接点を指している。なお、
図４（Ｂ）、図５（Ｂ）中符号４６ｃはアクチュエータ４６ｂの動きをスイッチ本体４６
ａ内の接点に伝える接点押し棒を示している。
【００３２】
　図９（Ｂ）に示したように表裏検知スイッチ４６は、そのアクチュエータ４６ｂに検知
体４４が接離可能となるように下部ケース１４の起立壁１４ｂに取付けられている。図４
（Ｂ）に示すようにアクチュエータ４６ｂの先端部側は、ヘッド部１２が正常な姿勢にあ
る状態ではガイド溝４２ａに斜めに交差するように配設されている。このアクチュエータ
４６ｂが検知体４４で押された状態が持続されている間、スイッチ本体４６ａ内の接点が
閉じられて、表裏検知スイッチ４６がオフ状態に保持されるようになっている。
【００３３】
　被掃除面Ｆ上に吸込み口体１１が置かれて、ヘッド部１２が正常な姿勢にあるときの安
全装置２０の状態を、図４（Ａ）（Ｂ）及び図８（Ａ）（Ｂ）に示す。
【００３４】
　この状態では、床面検知部材３２の検知ローラ３５が被掃除面Ｆで押されてヘッド部１
２の下部ケース１４に押込まれている。なお、この押込みにより検知ローラ３５は、下部
ケース１４に完全に没した状態に押込まれていても、或いは、一部が下部ケース１４の下
方に突出した状態に押込まれていても良い。このため、床面検知部材３２のスイッチ押し
部３６により、床面検知スイッチ３９のアクチュエータ３９ｂが押上げられて、床面検知
スイッチ３９はオン状態に保持されている。つまり、被掃除面である床面が床面検知手段
３１で検知された状態にある。
【００３５】
　この状態で、床面検知部材３２のロック部３７の先端部は、表裏検知スイッチ４６のア
クチュエータ４６ｂから離れるか、このアクチュエータ４６ｂを押し動かさないように軽
微に接した状態にあるとともに、表裏検知手段４１の検知体４４は、その自重で退避位置
に下降され、アクチュエータ４６ｂから下方に離れている。したがって、常閉の表裏検知
スイッチ４６は閉じた（オンされた）状態にある。言い換えれば、表裏検知手段４１によ
りヘッド部１２が正常な姿勢にあることが検知された状態にある。しかも、この退避位置
の検知体４４はロック部３７の内側に嵌合してこのロック部３７に保持されている。更に
、表裏検知スイッチ４６のアクチュエータ４６ｂの先端部は、ガイド４２のガイド溝４２
ａに斜めに交差するように配置されている。
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【００３６】
　以上のように被掃除面Ｆが検知されて床面検知スイッチ３９がオンされた状態では、ヘ
ッド部１２が正常な姿勢にあることにより表裏検知スイッチ４６がオンされているので、
この状態で、回転清掃体２１を回転させる指示を手元スイッチ９で与えることに伴い、清
掃体モータ２３を駆動できる。したがって、伝動機構２４を介して回転清掃体２１を回転
させることができる。
【００３７】
　こうして回転清掃体２１を回転させた状態で、ヘッド部１２が被掃除面Ｆの段差を乗り
越える場合、それに伴う衝撃が検知体４４に作用する。しかし、既述の床面検知状態では
、図４（Ｂ）に示すようにロック部３７の内側に検知体４４が嵌合して位置決めされてい
る。つまり、検知体４４が検知位置から外れた退避位置に拘束されている。このため、ロ
ック部３７の動揺に伴い検知体４４が多少動かされることはあっても、検知体４４が上方
向へ大きく飛び上がることが抑制される。これにより、検知体４４でアクチュエータ４６
ｂが押される恐れがなく、表裏検知スイッチ４６のオン状態が維持される。したがって、
前記段差の乗り越えなどに伴い瞬間的に清掃体モータ２３の駆動が中断する恐れがなく、
この清掃体モータ２３及び回転清掃体２１の回転が継続される。
【００３８】
　こうした清掃体モータ２３の運転状態で、吸込み口体１１が持ち上げられて被掃除面Ｆ
から離された状態を図５（Ａ）（Ｂ）に示す。
【００３９】
　吸込み口体１１が持ち上げられることで、検知ローラ３５が被掃除面Ｆを検知しなくな
ると、それに伴い図４（Ａ）の状態から図５（Ａ）の状態となるように付勢ばね３８の付
勢力によって、床面検知部材３２全体がその検知軸３３を中心に回転される。これにより
、スイッチ押し部３６が床面検知スイッチ３９のアクチュエータ３９ｂから離れて、床面
検知スイッチ３９はオフ状態となる。このとき、検知軸３３を中心にロック部３７も回転
される。それにより、図５（Ｂ）に示すようにガイド溝４２ａの閉じた端で支持されてい
る検知体４４の真上からロック部３７がずらされて、検知体４４の位置決めが解除される
とともに、検知体４４がガイド溝４２ａに沿って移動することが可能な状態となる。
【００４０】
　この状態では、表裏検知スイッチ４６は依然としてオン状態にある。しかし、既述のよ
うに床面検知スイッチ３９がオフ状態となっているので、清掃体モータ２３への通電が停
止され、それに伴い回転清掃体２１の回転も停止される。
【００４１】
　又、清掃体モータ２３の運転状態で、吸込み口体１１が裏返された状態を、図６（Ａ）
（Ｂ）及び図９（Ａ）（Ｂ）に示す。この裏返す挙動においては、吸込み口体１１が持ち
上げられながら裏返されるので、まず、図５（Ａ）（Ｂ）の状態を経て、図６（Ａ）（Ｂ
）に示す状態となる。
【００４２】
　そのため、既述のようにロック部３７が表裏検知手段４１の検知体４４の移動を妨げな
い位置に配置された状態で、吸込み口体１１が裏返されるに伴い、検知体４４がその自重
によってガイド４２のガイド溝４２ａに沿って下降される。この下降により、検知体４４
が表裏検知スイッチ４６のアクチュエータ４６ｂを押して、この表裏検知スイッチ４６を
オフ状態とする。この場合、表裏検知スイッチ４６がオフ状態になると同時に、アクチュ
エータ４６ｂが動かなくなるので、このアクチュエータ４６ｂをストッパとして検知体４
４は図６（Ｂ）及び図９(Ｂ）に示した検知位置に保持される。なお、この状態はアクチ
ュエータ４６ｂが戻ろうとする力に抗して検知体４４の自重により維持される。
【００４３】
　こうして吸込み口体１１が裏返ったことが検知される際、検知体４４が既述のようにガ
イド４２に沿って下降される。この場合、下降される検知体４４とアクチュエータ４６ｂ
との位置関係がガイド４２によって適正に保持されるので、検知体４４で確実にアクチュ



(9) JP 2010-227221 A 2010.10.14

10

20

30

40

50

エータ４６ｂを確実に押して表裏検知スイッチ４６をオフ状態とすることができる。又、
吸込み口体１１が裏返された状態では床面検知用の検知ローラ３５が、上向きとなった底
壁１４ａの上方に付勢ばね３８の付勢力で突出されるので、それに伴い、スイッチ押し部
３６が床面検知スイッチ３９のアクチュエータ３９ｂから離れて、床面検知スイッチ３９
はオフ状態となっている。
【００４４】
　このように吸込み口体１１が裏返されると、床面検知スイッチ３９及び表裏検知スイッ
チ４６が共にオフ状態となるので、清掃体モータ２３への通電が停止され、それに伴い回
転清掃体２１の回転も停止される。
【００４５】
　前記のように吸込み口体１１が裏返された状態では床面検知用の検知ローラ３５が、上
向きとなった底壁１４ａの上方に付勢ばね３８の付勢力で突出されているので、この検知
ローラ３５が誤って押下げられる恐れがある。
【００４６】
　検知ローラ３５が誤って押下げられると、図７（Ａ）に示すようにスイッチ押し部３６
が床面検知スイッチ３９を押すので、この床面検知スイッチ３９はオン状態となるが、こ
の状態で表裏検知スイッチ４６はオフ状態を保持している。そのため、検知ローラ３５が
誤って不用意に押下げられた場合にも、清掃体モータ２３への通電停止が維持されるので
、回転清掃体２１が不用意に回転されることはない。
【００４７】
　しかも、以上の押下げに伴い、図７（Ｂ）に示すようにロック部３７の先端が表裏検知
スイッチ４６に近付くようにロック部３７が移動する。それに伴い、ロック部３７のカム
面３７ａが検知体４４の外周を押すようになる。そのため、検知体４４が軽量であってガ
イド４２との摩擦により、この検知体４４が検知位置に十分に到達していない場合には、
上向きに付勢されている検知ローラ３５が押下げられるに伴い、検知体４４を検知位置に
確実に配置させて、表裏検知スイッチ４６をオフ状態に保持できるので、回転清掃体２１
が不用意に回転されることがない。
【００４８】
　その上、以上のように上向きに付勢されている検知ローラ３５が図７（Ａ)に示すよう
に押下げられると、同時に、図７（Ｂ）に示すようにロック部３７のカム面３７ａを有し
た先端部が、検知体４４の外周に接した状態に保持されることにより、検知位置に配置さ
れて検知体４４がロック部３７により検知位置から動かないように拘束される。そのため
、この検知体４４がガイド溝４２ａに沿って上下に動くことが禁止され、表裏検知スイッ
チ４６が不用意にオンされることがない。
【００４９】
　又、清掃体モータ２３への駆動指令が継続している状態で、吸込み口体１１が裏返った
姿勢から正常な姿勢に反転されて被掃除面Ｆ上に置かれると、まず、図６（Ａ）（Ｂ）の
状態から図５（Ａ）（Ｂ）に示した状態を経て、検知ローラ３５が図４（Ａ）（Ｂ）に示
した状態となる。したがって、既述のように被掃除面Ｆが検知されて床面検知スイッチ３
９がオンされた状態になるとともに、ヘッド部１２が正常な姿勢にあることが検知されて
表裏検知スイッチ４６がオンされた状態になるので、清掃体モータ２３が駆動されるとと
もに伝動機構２４を介して回転清掃体２１が回転される。
【００５０】
　以上のように前記構成の吸込み口体１１は、それが裏返った姿勢となった状態で、床面
検知手段３１の検知ローラ３５が不用意に押されて床面検知スイッチ３９がオンされるこ
とがあっても、吸込み口体１１が裏返った姿勢では、それを検知している表裏検知手段４
１の表裏検知スイッチ４６がオフ状態となっているので、吸込み口体１１が裏返った姿勢
となった状態で不用意に清掃体モータ２３が駆動されて回転清掃体２１が回転されること
がなく、吸込み口体１１が裏返った姿勢となった状態での安全性を確保できる。
【００５１】
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　これにより吸込み口体１１は、それが裏返った姿勢となった状態で検知ローラ３５がヘ
ッド部１２に不用意に押込まれて床面検知スイッチ３９がオンされることを防止するため
の機械的ストッパを有した機械的な安全対策を要しない。そのため、通孔１８を通ってい
て被掃除面Ｆ上の塵に晒される可能性が高い床面検知部材３２に塵が付着することを原因
として、床面検知部材３２が動作不良となることがあっても、ヘッド部１２への検知部ロ
ーラ３５の押し込みが、機械的ストッパによって阻止されることがない。
【００５２】
　そして、ヘッド部１２が正常な姿勢にあるのか裏返っているのかを検知する表裏検知手
段４１はヘッド部１２に内蔵されていて、床面検知手段３１よりも被掃除面Ｆ上の塵に晒
され難い。そのため、以上のように塵の付着により床面検知手段３１が動作不良になるこ
とがあっても、床面検知手段３１とは別の表裏検知手段４１によって、ヘッド部１２が正
常な姿勢にあるのか裏返っているのかを検知できる。したがって、ヘッド部１２が裏返っ
た姿勢で回転清掃体２１が清掃体モータ２３により不用意に回転されないようにする安全
性を、長期間にわたり維持し易い。
【００５３】
　更に、既述のように吸込み口体１１が裏返った姿勢となった状態でヘッド部１２への床
面検知部材３２の検知ローラ３５の押し込みが機械的ストッパにより阻止される構成では
なく、床面検知手段３１の動作不良があってもそのヘッド部１２への検知ローラ３５の押
し込みが可能である。このため、裏返った吸込み口体１１を正常な姿勢に戻して被掃除面
Ｆ上に置いた場合、検知ローラ３５が下部ケース１４の底壁１４ａから突出されたままの
状態が維持されて被掃除面Ｆに当たることがなく、その際、検知ローラ３５は付勢ばね３
８に抗してヘッド部１２に押し込まれる。したがって、被掃除面Ｆに検知ローラ３５が当
たることに伴う衝撃が、床面検知部材３２及びその支持部等に対するダメージとなって与
えられることを抑制できる。
【００５４】
　その上、既述のように吸込み口体１１が裏返った姿勢となった状態で、検知ローラ３５
がヘッド部１２に不用意に押込まれた場合に、検知体４４に接する床面検知部材３２のロ
ック部３７は、前記不用意な押し込みに伴って床面検知スイッチ３９がオンされることを
防止するための機械的ストッパとして機能するものではないので、このロック部３７を必
ずしも硬い合成樹脂製とする必要がない。これとともに、検知体４４も前記不用意な押し
込みを阻止する部品ではないので、所定の重量さえあれば金属製に限らず柔らかな合成樹
脂で作ることが可能である。
【００５５】
　したがって、吸込み口体１１が裏返った状態で回転清掃体２１が不用意に清掃体モータ
２３で回転されないようにする安全性を確保する上で、床面検知手段３１が有した床面検
知部材３２のロック部３７及び表裏検知手段４１の検知体４４を形成する材料の選択の自
由度が高い、という利点がある。そして、ロック部３７と検知体４４の内の少なくとも一
方を柔らかい合成樹脂製とした場合、吸込み口体１１の上下動や反転等を伴う取扱いの際
に、ロック部３７と検知体４４が衝突することがあっても、それに伴う衝突音が低減され
て、耳障りな甲高い衝突音の発生を抑制できる。
【００５６】
　本発明は前記一実施形態には制約されない。例えば、検知体４４の外周に開放する環状
の係合溝を軸部に代えて検知体４４に設けるとともに、この係合溝をガイド４２の上下方
向に延びる縁又はガイド溝４２ａに摺動可能に嵌合させて、検知体４４をガイド４２に沿
って上下方向に摺動可能に取付けてもよく、この場合、ガイド４２は少なくとも一枚あれ
ばよい。
【００５７】
　又、前記一実施形態では、床面検知手段３１と表裏検知手段４１とを、床面検知部材３
２にロック部３７を設けて関連付けたが、ロック部３７を省略して実施することが可能で
ある。したがって、床面検知手段３１と表裏検知手段４１とは互いに関連しない位置関係
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で、それぞれの検出機能を全うする上でヘッド部１２において最適な場所を選択して別々
に配設することも可能である。
【符号の説明】
【００５８】
　１…電気掃除機、２…掃除機本体、２ｂ…吸塵口、５…吸込み風路体、６…吸塵ホース
、７…延長管、１１…吸込み口体、１２…ヘッド部、１４…ヘッド部の下部ケース、１４
ａ…ヘッド部の底壁、１７…吸込み開口、１８…通孔、２０…安全装置、２１…回転清掃
体、２２…清掃体モータ、３１…床面検知手段、３２…床面検知部材、３３…床面検知部
材の検知軸、３４…床面検知部材のブラケット、３５…床面検知部材の検知ローラ(床面
検知部)、３６…床面検知部材のスイッチ押し部、３７…床面検知部材のロック部、３７
ａ…ロック部のカム面、３８…付勢ばね、３９…床面検知スイッチ、４１…表裏検知手段
、４２…ガイド、４２ａ…ガイドのガイド溝、４４…検知体、４６…表裏検知スイッチ

【図１】 【図２】
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